
 

 

 

令和４年１０月４日 

 

報道機関各位 

 

ロボットによる介護予防プログラムを高齢者施設で初めて実施 

～「未病指標」で効果を検証する社会実装研究～ 

 

本学大学院ヘルスイノベーション研究科では、未病コンセプトに基づく社会システムや技術の

革新を起こすことができる人材の育成とともに、健康長寿社会を実現する研究活動を実践してい

ます。 

その一環として、このたび本学の成松宏人教授をはじめとする研究者が、自立支援ロボット

「装着型サイボーグ HAL®」を活用した介護予防プログラムを介護現場に実装するための研究

を、神奈川県、CYBERDYNE 株式会社、湘南ロボケアセンター株式会社、慶應義塾大学と共

同して開始いたしますので、お知らせします。 

 

１ 研究の意義・目的 

「HAL® 腰タイプ」を活用した介護予防プログラムについては、フレイル、プレフレイ

ルと診断された高齢者を対象に、2019 年にパイロット研究（参加者 22名）を実施してプ

ログラムの実行可能性と参加者の運動能力向上を実証し、2020 年からはランダム化比較

試験（参加者 80名）を進めています。 

今回の研究はこれをさらに発展させ、これまで湘南ロボケアセンター内で実施してきた

介護予防プログラムを、実際の高齢者施設で実装可能か検討するとともに、スマートフォ

ンで手軽に健康状態を確認でき、未病改善のアドバイスも得られる「未病指標」でプログ

ラムの効果を検証します。 

 

２ 研究概要 

本研究は、高齢者施設の入居者が施設内で介護予防プログラムに参加していただくものです。

プログラムへの参加前後に、基礎的な身体機能や認知機能とともに、「未病指標」を測定します。 

実施場所 

（協力機関） 

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 住宅型有料老人ホーム「藤沢エデン

の園一番館」（藤沢市） 

対象者 65 歳以上・要介護２までのグループ運動に自主的に参加できる入居者

（最大 20 名） 

プログラム 「HAL® 腰タイプ」を着用して、平行棒などを活用した転倒予防や負荷

低減を目的にした トレーニングを、1 回 90 分（休憩・装着準備を含

む）、週２回 の頻度で計５週間（計 10 回）行う。 

プログラム期

間中におけ

る調査内容 

アンケートへの回答、血圧・身長測定、体組成測定、バランス機能評

価、10ｍ歩行による歩幅・速度、歩行率評価、５回椅子立ち上がりテス

ト、未病指標測定、iPad による認知機能評価、立位年齢測定、活動量

計測定など 

実施期間 2022 年９月～2027 年３月（一部、先行実施） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の展開 

参加者の心身の健康状態の変化を「見える化」して、プログラムの介護予防改善効果を検証し

ます。同時に、本学が神奈川県立がんセンター臨床研究所と先行して実施している神奈川県み

らい未病コホート研究（※）にも参加いただき、今後の健康状態を長期間追跡します。 

 研究成果の公表は、2023 年度末を予定しています。 

 

（※）県民のゲノム情報や生活習慣の情報を収集、ビッグデータ化することで疾患リスクを明らか

にし、未病対策に役立てることを目的に、神奈川県の協力を得て、運営しているゲノムコホート研

究。 

 

 

問合せ先                                     

公立大学法人神奈川県立保健福祉大学大学院 

ヘルスイノベーション研究科  

教授 成松 宏人 

ヘルスイノベーションスクール担当部長 沖田 

電話 044-589-3312  shi-press@kuhs.ac.jp 

 

湘南ロボケアセンター株式会社 

粕川センター長兼サイバーダイン営業企画 

電話 0466-30-2360  FAX：0466-30-2361 

 

「HAL® 腰タイプ」はバッテリ駆動で３kｇのコ

ンパクトな軽量モデルであるため、施設のグ

ループ運動で無理なく活用することができま

す。参加者は無償でこの介入プログラムを体

験できます（撮影：湘南ロボケアセンター） 

 



 

 

令和４年 10 月４日 
記者発表資料 

高齢者施設で｢未病指標｣を活用したロボットによる未病
改善プログラムの研究が始まります 
〜未病改善に貢献するコホート研究を基盤に、自立支援ロボット活用による介護度改善
効果を検証〜 

 

県では、個人の未病の状態を数値で確認できる「未病指標」を、県が提供するスマートフォン用ア
プリ「マイ ME-BYO カルテ」に実装し、自分が未病のグラデーションのどこにいるのかを「見える
化」し、未病改善につなげる取組を行っています。 
このたび、県も協力し、神奈川県立保健福祉大学と慶應義塾大学、CYBERDYNE 株式会社、湘
南ロボケアセンター株式会社が、神奈川県みらい未病コホート研究（※1）の一環として行う、自立
支援ロボット「装着型サイボーグ HAL®」（ME-BYO BRAND(※2)）を活用した介護予防プログ
ラムの研究で、未病指標も含めた介護度改善効果等の検証を開始しますので、お知らせいたしま
す。 
 

１ 臨床研究の概要 

（１)研究実施者：神奈川県立保健福祉大学 

          慶應義塾大学スポーツ医学研究センター（神奈川県横浜市、勝川史憲所長） 

CYBERDYNE 株式会社、湘南ロボケアセンター株式会社（神奈川県藤沢市、

安永好宏代表取締役社長） 

※神奈川県は未病指標の活用に関して協力 

（２）対象者 

社会福祉法人聖隷福祉事業団が運営する住宅型有料老人ホーム「藤沢エデンの園一番

館」の入居者で 65 歳以上・要介護２までのグループ運動に自主的に参加できる方（最大 20

名、研究への参加に同意いただけた方のみ） 
（３）研究方法： 

 ①参加者に対して事前のアンケートへの回答、血圧・身長測定、体組成測定、バランス機能・

歩行機能評価、未病指標の測定等の実施 
 ② 「HAL® 腰タイプ」を着用してのトレーニングの実施（１グループ 5 名の 4 グループに分け、

安全管理を徹底） 
 ③ トレーニング後に①と同内容の測定を再度実施し、未病指標などの数値の変化を確認 
 

２ 添付資料 

別紙 県立保健福祉大学及び湘南ロボケアセンター株式会社による共同リリース資料 

 

※１ 神奈川県みらい未病コホート研究 

  県立がんセンター臨床研究所と県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科が

神奈川県の協力のもと、運営しているゲノムコホート研究。県民のゲノム情報や生活習慣の



 

 

情報について同意を得たうえで収集、ビッグデータ化することで疾患リスクを明らかにし、未

病対策に役立てることが目的。未病の状態を “見える化”する「未病指標」の精緻化事業も

連携して進めています。https://www.me-byo-cohort.jp/ 

 

※２ ME-BYO BRAND 

 優れた未病産業関連の商品・サービスを、「ME-BYO BRAND」として県が認定することに

より、県民の未病改善の取組を促進するとともに、未病産業の魅力を広め、産業化の牽引を

図る制度です。（平成 27 年 5 月からスタート） 

 

《SDGｓの推進について》 

県では、SDGs の達成にもつながる取組として、県民の未病を「見える化」し、未病改善につなげ

る「未病指標」の取組を進めています。 

 

 

 

 

問合せ先  

神奈川県政策局いのち・未来戦略本部室 
未病産業担当課長 釆女  電話 045-285-0１５６ 
未病産業グループ 浅井    電話 045-2１０-2715 

 
 


